
*川崎市青少年科学館 (かわさき宙と緑の科学館) Kawasaki Municipal Science Museum 
 

生田緑地におけるムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensisの生息状況について 
 

髙中健一郎* 
 

Inhabitation status of Hierodula chinensis in Ikuta Ryokuchi Park, Kawasaki City. 
 

Kenichiro Takanaka* 
 
はじめに 

外来種であるムネアカハラビロカマキリ

Hierodula chinensis Werner, 1929 については、

福井県 (藤野ほか, 2010) で発見されたハラ

ビロカマキリ属の不明種が日本での初記録

とされ、その後も埼玉県 (田留ほか, 2017)、
岐阜県 (市川, 2014)、静岡県 (酒井・北原, 
2019)、広島県 (谷ほか, 2021)、愛知県 (吉鶴, 
2012)、東京都 (会羽, 2015)、神奈川県 (川
島・渡辺, 2016) で記録されている。本種に

ついては Yamasaki et al. (2022)、Matsumoto 
(2022) によって中国原産のムネアカハラビ

ロカマキリ H. chinensis Werner, 1929 (Werner, 
1929; Wang et al. 2020; Liu et al. 2020; 2021) 
と同種であることが報告されており、本稿

でもこれにならい、学名は H. chinensis とし

て扱う。 
本種の侵入経路は、中国から輸入された

竹箒に卵鞘が付着していたことが確認され

ており、竹箒を経由して日本に侵入、定着し

たと考えられている (松本, 2017; 櫻井ほか, 
2018a, 2018b; 和田, 2018, 苅部・加賀, 2019; 
碓井, 2020)。その侵略性については各地か

ら報告があり、侵入後同属種であるハラビ

ロカマキリが激減することが記録されてい

る (吉鶴, 2014; 間野・宇野, 2015; 高橋・岸, 
2016; 松本ほか, 2016; 渡邊ほか, 2017)。 

一方、生田緑地は川崎市多摩区と宮前区

にまたがる緑地で、主にクヌギ Quercus 
acutissima Carruth.、コナラ Q. serrata Murray
を中心とした雑木林や谷戸部の湿地、湧水

等の自然環境で構成されている。周辺は市

街地に囲われており、面積 179.7ha の孤立し

た緑地で、が来園する。緑地へ訪れる利用者

も年間に約 80 万人と多く、年間を通して一

定の人流がある。 
生田緑地では 2015 年に本種の初記録が、

川島・渡辺 (2016) によって報告さており、

それ以降、ムネアカハラビロカマキリとハ

ラビロカマキリの完全な置き換わりには至

っていなかったが、ムネアカハラビロカマ

キリが高い割合を占めていた (髙中ほか, 

2022)。その後も、高い割合のまま徐々に種

の置き換わりが進行していることが報告さ

れている (髙中・服部, 2023; 髙中, 2024)。 
本稿では、ムネアカハラビロカマキリと

ハラビロカマキリの生息状況について引き

続き調査を実施したので、その結果を報告

する。 
 
材料および方法 

調査では、ムネアカハラビロカマキリと

ハラビロカマキリの経年変化を調査するた

め、これまで (髙中ほか, 2022; 髙中・服部

2023; 髙中 2024) と同様に生田緑地内に 3
つの調査ルート (図 1) を設定し、2024 年 7
月から 11 月にかけて週に 1 回、時速 1.2km
程度で各ルートを歩き、上空 5m、左右 2m
の調査幅を目安にルートセンサスを行った。 

それぞれの主な環境と調査距離は、ルー

ト A が枡形山の山頂にある開けた環境の枡

形山広場、開けた水辺谷戸のホタルの里、湿

地のあるハンノキ林などを含む約 2.4km、ル

ート B が芝生の広がる開けた環境の中央広

場、林に囲まれた奥の池、ツツジ類が植栽さ

れ開けた環境のつつじ山などを含む約 2km、

ルート C が開けた水辺環境の菖蒲園などを

含む約 2km である。 
両種の識別について、ムネアカハラビロ

カマキリは、前脚基節上部に多数の小さな

疣 (図 2) がみられるのに対し、ハラビロカ

マキリは前脚基節上部に淡い黄土色の疣が

3 つ程度 (図 3) であるため、前脚基節上部

の疣の数で識別できる (Werner, 1929; 吉鶴, 
2012, 2014; 間野・宇野 , 2014; Wang et al. 
2020; Liu et al. 2020; 2021; 大島, 2021)。この

前脚基節上部の特徴については、ムネアカ

ハラビロカマキリ、ハラビロカマキリの両

種とも 3 齢幼虫以降から発現することが報

告されている (大島, 2021)。 
ルートセンサス調査では、樹の幹、植物の

葉の上下などの自然物のほか、園路上や緑

地内に設置してある柵、看板などの人工物

も含め、目視できる範囲でムネアカハラビ 

報  告 
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図 1. 生田緑地内の調査ルート位置と各個体の捕獲地点 
*白抜きの○と△は、ルートセンサスで捕獲した個体、黒塗りの●と▲は、ルートセンサス

外で捕獲した個体を、記号内の数字は個体数を示す。 

 

ロカマキリとハラビロカマキリを見つけ取

りした。捕獲した個体については、幼虫、成

虫、性別を記録した。ルートセンサス以外で

も生田緑地内で確認できた個体を捕獲し、

幼虫、成虫、性別を記録した。記録後、ムネ

アカハラビロカマキリは駆除し、ハラビロ

カマキリは捕獲した場所に放逐した。ムネ

アカハラビロカマキリでは幼虫、成虫、性別 
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図 2. ムネアカハラビロカマキリ Hierodula 
chinensis Werner, 1929 幼虫の前脚基節上部

の疣 
 

 
図 3. ハラビロカマキリ Hierodula petellifera 
(Serville, 1839) 幼虫の前脚基節上部の疣 
 
について χ2 検定で統計処理を行った。また、

個体を確認した場所が自然物であったか人

工物であったか、捕獲した地面からの概ね

の高さについて記録した。捕獲した高さは、

10cm 単位で記録し、50cm 間隔でまとめ、

地面は 0cm として記録した。 
捕獲できたハラビロカマキリ属の割合を

示すとともに、ルートセンサスでの 1 回あ

たり個体数を算出し、これまでの結果 (髙
中ほか, 2022; 髙中・服部, 2023; 髙中, 2024)
と比較し、ムネアカハラビロカマキリの 1
回あたりの個体数については Friedman 検定

で統計処理を行った。 
 

結果 

表 1 に示した通り、今回確認できたハラ

ビロカマキリ属は計 70 個体であった。ムネ

アカハラビロカマキリは、ルート A で 18 個

体、ルート B で 7 個体、ルート C で 13 個

体、ルートセンサス以外で 25 個体、計 63
個体であった (図 1, 表 1)。ルート C では７

月 18 日にオオカマキリ Tenodera sinensis 
Saussure, 1871 の幼虫がムネアカハラビロカ

マキリの幼虫を捕食している場面を目撃し

た (図 4)。 
ハラビロカマキリはルート A で 1 個体、

ルート B で 5 個体、ルート C で 0 個体、ル

ートセンサス以外で 1 個体、計 7 個体であ

った (図 1, 表 1)。ルートセンサスで捕獲し

たハラビロカマキリ属の割合は、ムネアカ

ハラビロカマキリが 44 個体中 38 個体で

86.4%、ハラビロカマキリが 44 個体中 6 個

体で 13.6%であった。 
捕獲個体すべてについての捕獲場所をみ

ると、ムネアカハラビロカマキリが自然物

で 22 個体、人工物で 41 個体、ハラビロカ

マキリが自然物で 5 個体、人工物で 2 個体

であった (表 1)。それぞれの捕獲位置は図 1
に示す。個体を捕獲した地面からの概ねの

高さは図 5 に示した通り、ムネアカハラビ

ロカマキリは 60～100cm の高さでの捕獲が

最も多く、次いで 1000cm (科学館屋上) で
捕獲が多かった。ハラビロカマキリは 160～
200cm 高さでの捕獲が最も多かった。 

ムネアカハラビロカマキリは 7 月から 9
月までと、11 月に確認された。幼虫は 7 月

から 8 月までに計 52 個体を捕獲できた。成

虫は 8 月 21 日以降に確認され、9 月以降は

いずれも成虫で、計 11 個体を捕獲できた。

ハラビロカマキリは 8 月と 10 月に確認され 
 
表 1. 各調査ルートでの確認個体数 

 
*自然は自然物で、人工は人工物で個体を確認したことを示す。 

自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis 2 6 4 5 1 0 0 0 0 0 7 11 18

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis 0 0 6 0 1 0 0 0 0 0 7 0 7

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis 2 3 2 6 0 0 0 0 0 0 4 9 13

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis 0 13 2 7 1 0 0 0 1 1 4 21 25

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis 4 22 14 18 3 0 0 0 1 1 22 41 63

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 0 0 5 0 0 0 0 2 0 0 5 2 7

ルートA

ルートB

ルートC

ルートセンサス
以外

計

9月 10月 11月 計
計種名 学名

7月 8月
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図 4. ムネアカハラビロカマキリ Hierodula 
chinensis Werner, 1929 の幼虫を捕食するオ

オカマキリ Tenodera sinensis Saussure, 1871
の幼虫 
 

 
図 5. ハラビロカマキリ属の個体を捕獲し

た際の地面からの高さ 
*捕獲した高さは、10cm 単位で記録し、50cm
間隔でまとめ、地面は 0cm とした。 
*捕獲がなかった高さは除外し、1000cm は

科学館屋上での捕獲数を示す。 
 

 
図 6. 捕獲したムネアカハラビロカマキリ

Hierodula chinensis Werner, 1929 の幼虫およ

び成虫の雌雄数 
*P 値は χ2 検定による。 
 
た。幼虫は 8 月に計 3 個体を捕獲できた。

成虫は 8 月と 10 月に計 4 個体を捕獲でき 

 
図 7. 捕獲したハラビロカマキリ Hierodula 
petellifera (Serville, 1839) の幼虫および成虫

の雌雄数 
 

 
図 8. ルートセンサスによるムネアカハラ

ビロカマキリ Hierodula chinensis Werner, 
1929 の月ごとの 1 回あたりの個体数推移 
*P 値は Friedman 検定による。 
 

 
図 9. ルートセンサスによるハラビロカマ

キリ Hierodula petellifera (Serville, 1839) の
月ごとの 1 回あたりの個体数推移 
 
た。なお、ハラビロカマキリの記録について

は、今回の調査では捕獲後に個体を放逐し

ていることから、別日での同じ個体を記録

している可能性があるため、便宜上、延べ個

体数を捕獲個体数として取り扱った。 
幼虫および成虫、雌雄の内訳は、ムネアカ

ハラビロカマキリでは、幼虫の雄が 27 個体、

雌が 25 個体、成虫の雄が 3 個体、雌が 8 個
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体であり (図 6)、幼虫、成虫の雌雄には有意

差がみられなかった (P > 0.05)。ハラビロカ

マキリでは、幼虫の雄が 2 個体、雌が 1 個

体、成虫の雄が 1 個体、雌が 3 個体であっ

た (図 7)。 
ルートセンサスの結果、ムネアカハラビ

ロカマキリの 1 回あたりの個体数は 8 月に

ピークを示し、9 月にかけて激減し、10 月、

11 月は 0 個体となった (表 1, 図 8)。一方、

ハラビロカマキリの 1 回あたりの個体数は

8 月にピークを示したが、その後は 10 月に

のみ低頻度で確認できただけであった (表
1, 図 9)。ムネアカハラビロカマキリは、こ

れまで (髙中ほか, 2022; 髙中・服部 2023; 
髙中 2024) との個体数推移との相関はみら

れなかった (P > 0.05)。捕獲個体の情報は、

以下の通りである。 
 

蟷螂 (カマキリ) 目 Order Mantodae 
カマキリ科 Famiry Mantidae 
ムネアカハラビロカマキリ Hierodula 
chinensis Werner, 1929 
 1♂, (幼虫), 多摩区枡形 6 丁目, 20240704, 
髙中健一郎採集; 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7
丁目, 20240704, 髙中健一郎採集; 2♀, (幼虫), 
多摩区枡形 7 丁目, 20240705, 髙中健一郎採

集; 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240706, 
髙中健一郎採集; 3♂, (幼虫); 1♀, (幼虫), 多
摩区枡形6丁目, 20240707, 髙中健一郎採集; 
1♂, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240710, 髙
中健一郎採集; 2♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁

目, 20240711, 髙中健一郎採集; 1♀, (幼虫), 
多摩区枡形 7 丁目, 20240714, 髙中健一郎採

集; 1♂, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240716, 
髙中健一郎採集; 1♂, (幼虫), 多摩区枡形 6
丁目 , 20240717, 髙中健一郎採集 ; 3♂, (幼
虫); 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240718, 
髙中健一郎採集; 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7
丁目, 20240720, 髙中健一郎採集; 1♂, (幼虫), 
多摩区枡形 6 丁目, 20240728, 髙中健一郎採

集; 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240728, 
髙中健一郎採集; 2♀, (幼虫), 多摩区枡形 7
丁目, 20240730, 髙中健一郎採集; 2♀, (幼虫), 
多摩区枡形 7 丁目, 20240731, 髙中健一郎採

集; 4♂, (幼虫); 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 6 丁

目, 20240801, 髙中健一郎採集; 1♀, (幼虫), 
多摩区枡形 7 丁目, 20240801, 髙中健一郎採

集; 1♂, (幼虫); 2♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁

目, 20240802, 髙中健一郎採集; 5♂, (幼虫); 
1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240806, 髙
中健一郎採集; 2♀, (幼虫), 多摩区枡形 6 丁

目, 20240807, 髙中健一郎採集; 1♂, (幼虫), 
多摩区枡形 7 丁目, 20240808, 髙中健一郎採

集; 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 6 丁目, 20240809, 
髙中健一郎採集; 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7
丁目, 20240809, 髙中健一郎採集; 1♀, (幼虫), 
多摩区枡形 7 丁目, 20240811, 髙中健一郎採

集; 3♂, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240815, 
髙中健一郎採集; 1♂, (成虫), 多摩区枡形 6
丁目 , 20240821, 髙中健一郎採集 ; 2♂, (幼
虫); 2♀, (成虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240821, 
髙中健一郎採集; 1♀, (成虫), 多摩区枡形 7
丁目, 20240825, 鷲尾幸俊採集; 1♀, (成虫), 
多摩区枡形 7 丁目, 20240828, 髙中健一郎採

集; 1♀, (成虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240831, 
髙中健一郎採集; 1♀, (成虫), 多摩区枡形 7
丁目, 20240908, 髙中健一郎採集; 1♂, (成虫), 
多摩区枡形 6 丁目, 20240912, 髙中健一郎採

集; 1♂, (成虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20240922, 
髙中健一郎採集; 1♀, (成虫), 多摩区枡形 7
丁目, 20241108, 髙中健一郎採集; 1♀, (成虫), 
多摩区枡形 7 丁目, 20241112, 津田由美子採

集 
 
ハラビロカマキリ H. petellifera (Serville, 
1839) 

2♂, (幼虫); 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 
20240806, 髙中健一郎採集; 2♀, (成虫), 多
摩区枡形7丁目, 20240821, 髙中健一郎採集; 
1♂, (成虫), 多摩区枡形 6 丁目, 20241002, 髙
中健一郎採集; 1♀, (成虫), 多摩区枡形 7 丁

目, 20241014, 髙中健一郎採集 
 

考察 

ルートセンサスの結果について、髙中・服

部 (2023)、髙中 (2024) と比較すると、髙

中・服部 (2023) ではムネアカハラビロカマ

キリが 53 個体、ハラビロカマキリが 6 個

体、髙中 (2024) ではムネアカハラビロカマ

キリが 19 個体、ハラビロカマキリが 1 個体

であったのに対し、本調査ではムネアカハ

ラビロカマキリが 38 個体、ハラビロカマキ

リが 6 個体であった (表 1)。 
これまでムネアカハラビロカマキリの生

息が確認された地域では、ハラビロカマキ

リの生息を確認できなくなった  (吉鶴 , 
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2014; 高橋・岸, 2016; 伊與田ほか, 2022) と
各地から報告されている。その中には、在来

のハラビロカマキリが排除されている可能

性 (吉鶴, 2014) や、年を追うごとにムネア

カハラビロカマキリの割合が高くなってい

る (間野・宇野, 2015)、ムネアカハラビロカ

マキリが最初の確認から十数年の間に急激

に増加し、ハラビロカマキリと入れ替わっ

た (渡邊ほか, 2017) との報告もある。 
生田緑地での調査 1 回あたりのムネアカ

ハラビロカマキリの個体数については、髙

中 (2024) では、髙中・服部 (2023) と比べ、

ムネアカハラビロカマキリは 36%まで、ハ

ラビロカマキリは 17%まで個体数が減少し

ていた。一方で、本調査では髙中 (2024) と
比べ、ムネアカハラビロカマキリは 2 倍、

ハラビロカマキリは 6 倍により増加してい

たことから、年々による個体数の変動の可

能性も考えられるが、昨年に比べムネアカ

ハラビロカマキリの個体数が減り、ハラビ

ロカマキリの個体数が増加していた。 
その割合は髙中・服部 (2023) でムネアカ

ハラビロカマキリが 89.8%、ハラビロカマ

キリが 10.2%、髙中 (2024) でムネアカハラ

ビロカマキリが 95.0%、ハラビロカマキリ

が 5.0%であったのに対し、本調査ではムネ

アカハラビロカマキリが 86.4%、ハラビロ

カマキリが 13.6%であり、昨年よりハラビ

ロカマキリの割合が 8.6%増加していた。こ

れまで生田緑地での両種の置き換わりにつ

いては、ムネアカハラビロカマキリが高い

割合を占めながら、割合を微増し、種の置き

換わりが進行していたが (髙中, 2024)、本調

査では、その置き換わりが後退している状

況にあった。 
今回、オオカマキリの幼虫がムネアカハ

ラビロカマキリの幼虫を捕食している場面

を目撃している (図 4)。図 4 に示したとお

り、7 月時点でオオカマキリがムネアカハラ

ビロカマキリより二回りほど体が大きいこ

とから、両種が遭遇した際、オオカマキリが

有利に捕食していると思われた。 
また 1 回あたりの個体数についても、ム

ネアカハラビロカマキリは髙中 (2024) と
比べ、7 月は同じ割合、8 月は 4 倍以上まで

増加していたが、9 月は低頻度で微増し、10
月と 11 月は 0%であり、9 月から 11 月の割

合は髙中・服部 (2023)、 髙中 (2024) と同

様に低頻度を示した (図 8)。捕獲されたム

ネアカハラビロカマキリの性別をみると 
(図 6)、雌雄の個体数に有意差は無く (P > 
0.05)、成虫よりも幼虫の捕獲が多かった。

これには幼虫期での捕獲量が関わっている

と考えられる。 
ムネアカハラビロカマキリの捕獲場所を

みると (表 1)、自然物が 22 個体、人工物が

41 個体であった。捕獲した際の地面からの

高さでは、60～100cm の高さでの捕獲が最

も多く、人の手が容易に届く範囲でみると、

0~150cm の高さでは、捕獲できた 63 個体の

55.6%となる 37 個体を捕獲できた (表 1)。 
すなわち、自然物では、自然環境に紛れた

状態での個体を見つける慣れが必要だが、

本調査においても髙中 (2024) と同様に人

工物での捕獲が多かったことから、一般人

でも比較的見つけやすい高さと環境で、か

つ捕虫網を要しない人の手が容易に届く範

囲でムネアカハラビロカマキリを捕獲でき

ることが示唆された。 
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